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シェイクスピアのソネット 20番に

おける錬金術的象徴体系

I. シェイクスピアのソネット 20番

II.両性具有の概念とそのルネサンス的展開

m.両性具有の「哲学者の石」

百．ソネット 20番一一新たな解釈と鑑賞の可能性に向けて

A woman’s face with nature's own hand painted 

Hast thou, the master-mistress of my passion; 

A woman’s gentle heart, but not acquainted 

小関恵美

With shifting change as is false women’s fashion; 

An eye more bright than theirs, less false in rolling, 

Gilding the object whereupon it gazeth; 

A man in hue all hues in his controlling, 

4 

Which steals men’s eyes and women’s souls amazeth : s. 

And for a woman wert thou first created, -

Till nature as she wrought thee fell a-doting, 

And by addition me of thee defeated, 

By adding one thing to my purpose nothing. 1z 

But since she prick’d thee out for women’s pleasure, 

Mine be thy love and thy love’S use their treasure. 

(Shakespeare’s Sonnet 20)D 
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シェイクスピアのソネット 20番は， 154篇から成る連作中もっとも優れ

た作品の一つで、あるとともに，また最も多くの議論がこれまでに為されて

きたソネットでもある。それは，この詩篇が献呈された相手である美しい

青年に対して，“master-mistressof my passion”，すなわち「男であり

ながら，女でもあり，私の情熱を支配する君」と呼びかける，その内容に

原因が求められると思われる。

男性に対して， 異例ともいえるこのような修辞を用いるソネット 20番

は， 多くの注釈者たちにとって永らく困惑の種となってきたとも言える。

試みに，このソネットの批評史を振り返ってみると，内容に対して明らさ

まな嫌悪を示しているもの2），或いは，男性に対するこのような呼びかけ

は， シェイクスピアの時代に慣習的なものであった3)' また心理的にもこ

のソネットは同性愛ではなく異性愛を示しているペ などシェイクスピア

の弁護にこれ勤めている批評の多さに驚かされる。これまでに為されてき

た多くの批評が以上のような道徳的こだわりから自由ではなく， また， 7

行目にある“ hues”という語が， 1609年の初版で“Hews”となってい

ることが惹き起こした幾多の伝記的推測など， まさにこの 20番は， シェ

イクスピアのソネットが永きに亙って甘受してきた批評の不毛の焦点とな

っている観がある。

テクスト自体の歴史を見ても，例えば JohnBensonによる 1640年版

では， 3・4篇を除くすべてのソネットが，「一人の女性にあてられている

という印象を与えることを狙って」改変を加えられている 5）。ベンソンは

これを主に，各々のソネットにタイトルを付け加えることによって行って

おり， 20番のタイトルは“ TheExchange ”である6）。また 20番は， 24・

47・48番と並んで， Southampton伯i）がシェイクスピアに与えた自画像

であるとの解釈もある日）。更に，連作中もっとも美しいソネットの一つで

あるにもかかわらず， この 20番を削除してしまうという暴挙さえ行われ

たことがあるという 9）。

多くの批評家や注釈者たちが， かくも 20番にこだわる理由は， 美しい

青年と詩人シェイクスピアのあいだに倒錯的な関係があったのではないか
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と想像させる原因が，主にこのソネットにあるからであろう。

また， ソネット 20番の 7行目は，“A man in hue all hues in his 

controlling” という，非常に謎めいた一行となっている。“hueヘもし

くは“hues”は，本来“ colour(s）”の意味を持ち， Schmidt による

lexiconを参照しでも，ソネット 20番を除くすべての場合について，シェ

イクスピアが“ colour”という意味でこの語を用いていたことがわか

る10）。ただしソネット 20番におけるこの一例に関しては，多くの注釈が，

“hue ”を“ shape”に‘ form”或いは“ appearance”と取ることで一致

している11）。そうするとこの第7行は「その姿，顔かたち（hues）を思い

のままに操って（あらゆる男女の心をうばう）美しい容色（hue）の男」と

いう意味になる。

また上述のように， この“ hues”という語は，多くの伝記的推測を育

んできた問題の一語である。最も有名なものは， OscarWildeがフィク

ションの体裁で発表した， Mr.W.H.，すなわちソネットが献呈された相

手は，少年俳優， WillieHughesであるという説であろう 12）。これはワイ

ルドがオリジナルに考え出した説で、はなく， 実は ThomasTrywhittと

いう学者が 1766年に発表したものが最初である13）。 ワイルドはウィリ

ー・ヒューズなる少年俳優が実際に居たとは信じていなかったのである

が，この作品は多くの波紋を投げかけた。 SamuelButler は， ワイルド

の小説をほとんど歴史的な事実と受け取り，「ソネット集J への注釈に

Mr. W. H.即ち WilliamHugh es という考えを「気ちがいじみた執劫

さで、」持ち込んでいるという 14）。その他， Joyceの Ulyssesの登場人物

の 1人も，ワイルドの説を「最も才気にあふれた」説として誉めている

し，アンドレ・ジッドもジュリアン・グリーンに，未知の男性に宛てられ

たソネットの解釈としては，ワイルドのものが唯一可能な解釈であると語

っているという 15）。

その他，この“ hues”という一語に関しては，これが“ Hews”即ち

“He. W. S. (Heくnry>W <riothesley Earl of> S<outhampton> .）を指し

示すという説16），また“ hues”は恐らく他の語，例えば“ hearts”の誤
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植であろうとする解釈17>, さらに甚だしきは，この語を含む第5行から 8

行までの quatrain全体を，余計な，馬鹿気た部分であり，シェイクスピ

アの手に成るものではないとして 20番から排除しようという主張さえあ

るのである 18）。

以上のような事実はすべて，第7行“A man in hue all hues in his 

controlling ”，就中“ hues”という語が読者に与える抵抗と違和感を示し

てはいないであろうか。“ hues”を，「姿かたち，容色」と取る限り，こ

の一行の解釈は極めて難解なものとなるのである。

II 

これまで述べてきたように， シェイクスピアのソネット 20番の解釈で

は，道徳的な関心や伝記的推測といった傾向が勢い主流を占めることにな

り，その主題やイメジャリー，出典及び背景，また用いられている修辞的

技巧といった諸点を考慮した批評は相対的に少数であるように思われる。

本稿の主旨は， このソネット 20番に， 以上の諸点をも包含する新たな解

釈と鑑賞の可能性を見出すべく，錬金術の象徴体系という観点から照明を

あてることにある。

ソネット 20番は， 両性具有及びその完全無欠性を主題としていると思

われる。第3行から 4行，“Awoman’s gentle heart, but not acquainted/ 

With shifting change as is false women’s fashion，”（君の心は女の

やさしい心だが／偽りの女心のようにうつりかわりを知らないのだ。19））に

端的に示されているように，このソネットは美しさ，優しさという徳性を

女性に，そして誠実さを男性に帰したうえで，その両者を兼ね備えた完全

無欠の存在として， 主人公である青年を称えているのである。 すなわち

「く自然〉がみずから描いた美女の顔10）を持つ青年は美しく，誠実で，男

女両性を魅惑する力を持っている。

ここで両性具有という概念が，ルネサンス期の文学作品において有して

いた意義について述べておくべきであろう。オウィディウスの「転身譜J
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における Salmacis と Hermaphroditusの神話は21），エリザベス期の文

人たちが好んで用いたものである。シェイクスピアも，物語詩 Venusand 

Adonis では本来のアドニスよりもむしろ，愛に消極的な美少年ヘルマブ

ロディトスを「転身譜」からモデ、ルとして選んでいるのである22）。この神

話の解釈は両義的であって，否定的な見方としては，日く男女聞の快楽は

我々の性質を完全に変えて柔弱にする23），或いは性的な快楽をつうじて心

身両面の破壊がもたらされるという教訓が引き出される24＼一方，肯定的

な解釈はプラトンや，ユダヤ＝キリスト教的な聖書釈義学の伝統に立脚し

ている。プラトンの「饗宴」において，アリストファネスが語る両性具有

の神話については改めて述べるまでもないが，このギリシア的な伝統はア

レクサンドリア期の聖書釈義学において，ユダヤニキリスト教的伝統と密

接に混ざり合うことになった。すなわち，最初の人類の創造を述べた「創

世記dl 1: 27の解釈には，両性具有に関するギリシア的な見方が大きく影

を落としているとも見られるのである。

Thus god created the man in his image; in the image of God 

created he him: he created the male and the famale. 

(Genesis, 1 : 27, Geneva Version)25l 

「神は（最初の）人類を男女にっくり給うた」というこの記述について， ユ

ダヤの聖書釈義学は“ themale and the female ”を両性具有と解釈する。

従って，神にかたどって創られた最初の人間アダムは両性具有ということ

になり，アダムのモデ、ルで、ある神も必然的に両性具有で、あるという結論が

導かれるのである26）。

かくて，両性具有は神の如き完全性を体現すると考えられるようにな

れこの伝統に基づいた見方が，両性具有をルネサンス恋愛詩における最

も重要なトポスの 1ったらしめたのであった。

両性具有に対する，このように肯定的な考え方がルネサンスまで伝わっ
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た経路のーっとして，ルネサンス・プラトニスト達をあげることができ

る。ブイレンツェ新フ。ラトン主義者の一人である Picodella Mirandola 

は，いわゆるカパラ，すなわちユダヤ教における聖書の寓意的注釈の集大

成の伝統にも造詣が深く，彼自身，「倉lj世紀」の記述についての注釈であ

る Heptaplusという書を著わしている27）。「創世記」 1:27に関する部分

では，ピーコも“thatHe created man [the celestial Adam] male and 

female.”（II, vi）と述べており 2si, これは 13世紀末にスペインで、書かれ

た，カパラの重要な書物 Zoharにおける記述とも一致している29）。また

アレクサンドリア期の聖書釈義学者であり，やはり原初の人聞が両性具有

であるという解釈を取っていた Philoや Origenがルネサンス期には再

び読まれるようになり，その権威もプラトニスト達のあいだでは高いもの

であったのである30）。ピーコや MarsilioFicinoといった，フィレンツェ

新プラトン主義者たちによる，このような古典研究の成果は，多くの世俗

的な恋愛論，いわゆる trattatid' amo仰を媒体として，ヨーロッパ全土に

広がっていった。このうちユダヤ人で，聖書釈義学の伝統にも新プラトン

主義と同じく精通していた LeoneEbreoの Dialoghi D’Amoreも，「創

世紀」におけるこの箇所を両性具有に言及することによって説明してい

る31)。更に，エリザベス朝のロンドンで，英語で出版された文献にも，ア

ダムが両性具有であったという記述を見出すことができる。

The ture and onely Androgina is that which was presented unto 

us ... by a marveylous e仔ectin the person of Adam, when this 

mightie Architeuctor of all thinges ... framed of one bodie, and 

one spirite, two bodyes and two myndes, which proues this amitie 

to bee more diuine and heauenly than the common sort can 

presume. 

(Monophylo, drawne into English by Geffray Fenton. A 

philosophicall discourse, and diuision of loue. London, 1572, 

sigs. 34r-v・）32)
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完全にして神聖な両性具有という概念が，やがて男女聞の理想的な結合

を表わすベく用いられるのは，ごく自然の成り行きであった。例えば，前

記恋愛論の一つで、ある SperoneSperoniの Dialogodi Arnore (1528）で

は，「完全に愛し合っている恋人たちは，それぞれの外観を失い，奇妙な

第三の種族，男性でも女性でもない両性具有のようなものになる」ことに

なっている33）。 また， 15世紀末に出版されて以来広く読まれ， ルネサン

スの文学や美術に大きな影響を与えた幻想的な物語， H ypnerot ornachia 

Pol争hili(Venice, 1499）でも， その第一部の終りでは「女神ウェヌス

から愛の教えを授けられ，新たに洗礼を受けた」恋人たちが，「愛以外の

くあらゆる人間的感情から浄化〉され，その肉体を原初の両性具有に再組織

し， く二つの肉体を一つに統一〉する」のであった34）。 男女間の愛の秘蹟

が，失墜以前に人類が有していた完全な状態に回帰する手段になると考え

られたわけだが， それゆえに両性具有は結婚の寓意図に用いられたり 35),

多くのルネサンス恋愛詩に現われることになったのである。

両性具有のイメージが，ルネサンスの恋愛詩において，一種のトポスと

しての包括的な重要性を持っていることは，エリザベス朝の文学作品を見

ても明らかである。 EdmundSpenserの TheFaerie Queeneには両性具

有のヴイ｝ナスが登場するし36), その第三巻， 1590年版の結末は， 再会

した Amoret と Scudamourの抱擁を，融け合ったヘルマフロディトス

として描写している37）。また両性具有的な結合の概念は， JohnDonneの

Songs and Sonnets中，多くの詩の基礎となっており，それは相思相愛や

愛の意義を主題とする作品において特に明らかであるお）。更に完全性のイ

メージとしての両性具有が， 17世紀の文学作品にも見られる例として，

Maren-Sofie R¢stvigは Miltonの ParadiseLost, VIII, 419-26及び，

Marvellの“ TheDefinition of Love ぺ“ TheGarden”をあげてい

る39）。
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III 

ルネサンスの文学において，完全性の象徴として，また愛の至高の表現

としてのアンドロギュノスが有する意義は以上の如くである。そしてシェ

イクスピアの諸作品にも，両性具有のイメージは，我々が考える以上に浸

透しているのである40）。

ソネット 20番において“themaster-mistress of my passion ”と称

えられた青年は，連作が進むにつれて，確かに美しくはあるかもしれない

が，じつは誠実でも優しくもないことが次第に明らかになってゆく。シェ

イクスピアが描いた理想像は，無残にも裏切られるわけである。しかし彼

はその後もこのルネサンス的な両性具有の夢を追い続けたと言って良く，

まず世紀の変わり目に執筆されたとおぼしい ThePhoenix and Turtleを

あげることができる。この詩は不死鳥（女性）と山鳩（男性）にそれぞれ「美」

と「真実」というこつの原理を託し，その神秘的な結合を言祝いだもので

ある。この結合を錬金街的な「対立物の一致」という観点から見ることも

可能であるし，事実，この詩には錬金術の言語が用いられているという指

摘がすでに為されている41）。さらに，完壁な両性具有的存在への夢は，円

熟期の喜劇における何人かの偉大なヒロインとなって結実する。 Portia, 

Viola, Rosalindなどの「男装したヒロインJ 達は，ほぼ例外なく，女ら

しい優しさと美しさを兼ね備えて愛する人には誠実を尽くし，しかも難局

を切り抜ける智恵や勇気にも欠けてはいないという，理想的な姿に描かれ

ているのである。あの Hamletについてさえ，「ハムレツトはシェイクス

ピア自身と同じく，両性的であったJ42）という意見があるほどで，両性具

有の主題はシェイクスピアの作品ほぼ全体にわたって見られ，重要な意味

を持っと考えてよい。またその扱い方も，両性具有に対して否定的な見解

を持っていた Sidneyや BenJ onson43l とは違って，非常に肯定的であ

る。両性具有に対するシェイクスピアの見解は，ルネサンス新フ。ラトン主

義や，ユダヤ＝キリスト教による解釈に立脚している JohnDonneのそ

れにむしろ近いといえよう。
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さてシェイクスピアのソネット 20番であるが， この作品はその主題で

ある両性具有を，語葉のうえでも構造上でも体現し，模倣しているという

指摘がすでに存在する 44）。 JamesWinnyは，ソネット 20番に関して，青

年の常ならぬ美しさは，男らしさを特徴づける性衝動を犠牲にして得られ

たものであり，彼は実際には男性でも女性でもなく，どちらの性的役割り

も果たすことができない，という批判を暗にこのソネットは含んでいるの

だから，これを称賛と取るべきではないと述べている45）。しかし，現代の

我々の眼に男女両性具有が，如何に奇怪に映ろうとも，ルネサンスの文学

と思想にこの概念が占めている重要な地位から推して， ソネット 20番に

おける両性具有の主題を最高の賛辞とみることは，決して誤りではないと

考えられる。そしてこの主題は，シェイクスピアにとって，ーソネットの

単なるー隠司令にとどめ得ぬ重要性を持つものでもあるが，少くともこのソ

ネットに関する限り，その出所は上述の聖書釈義学や新プラトン主義より

もむしろ錬金術に求められるべきであろう。

至高存在としての両性具有という概念が，古代からルネサンスにもたら

された経路が実はもう一つあり，すなわちグノーシス主義を母胎とする錬

金術の伝統がそれである46）。

アレクサンドリア時代に書かれたグノーシス主義の文献には，いわゆる

ヘルメス文書や47），今世紀になって発見されたナグ・ハマデ、ィ文書48）など

が含まれるが，これらの文献中にもやはり至高者としての両性具有に関す

る記述がしばしば見出されるのである。

I am Protennoia. . . . I am the Invisible One within the All .. 

I am androgynous. . . . I am both Father and Mother, since I 

copulate with myself ... and with those who love me. 

(Trimorphic Protennoia)49> 

グノーシス主義は，キリスト教では異端とされたが，その教義は錬金術の

伝統の中に生き残った。そして至高者としての両性具有の概念も，黄金を
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産出する「哲学者の石J に受け継がれたので、ある O 「哲学者の石」は別名

Re bis，すなわち「二重のもの」とも呼ばれ，太陽と月の結合ないしは，錬

金術の言葉でいえば硫黄と水銀の結合の結果出来あがる50）。また錬金術的

レービスは，視覚的には左半身が女性，右半身が男性の両性具有者として

表現され51），黄金を産むいわゆる「イヒ学の結婚」の第一段階を象徴するの

である52）。 次にあげるのは， 16世紀の最も有名な錬金術師の一人である

パラケルススの著作中，レーピスに関する部分である。

... Tinctura, the last arcanum, is like the rebis-the bisexual 

creature-which transmutes silver and other metals into gold; 

it“tinges，” i.e., it transforms the body, removing its harmful 

parts, its crudity, its incompleteness, and transforms everything 

into a pure, noble, and indestructible being53J. 

パラケルススは，エリザベス朝の英国でも，そのラテン語の著作が入手可

能だったため，ジョン・ダンに強い影響を与え，またベン・ジョンソンの

戯曲 TheAlchemist第2幕で解説される錬金術理論の多くもパラケルス

スから引いたものである54）。

さて錬金術的レーピスは「銀とその他の金属を金に変換する」両性具有

の存在であるがこれは， シェイクスピアのソネット 20番における “the 

master-mistress ヘ「見つめるものを黄金いろに変えてしまう」眼（1.6）を

持つ美青年に対応してはいないであろうか。

ソネット 20番に「哲学者の石」という錬金術の象徴体系が意図されて

いるのではないかと筆者が考える理由は更にもう一つある。 それは “A 

man in hue all hues in his controlling ”（1. 7）において“ hues”とい

う語が与える違和感である。シェイクスピアにおけるこの語の用例におい

て，。 hues”をごく自然に“ colours”の意味に取ることが出来ないのは，

ソネット 20番のこの箇所だけなのである。この語が個有名詞と取られ，

様々な伝記的推測を許して来た原因の一端はその不自然さにあると言って

良い。ところが，このソネットを錬金術の象徴体系によって解釈した場
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合，“ hues”を“ colours”と読むことが可能になるのである。

なぜならば両性具有にして黄金を生成する「哲学者の石」はまた， Tine-

ture （染色素）の別名を持つことからもわかるように， あらゆる色彩をそ

れ自体のうちに含み，また産出すると考えられていたからである。このこ

とは数多くの錬金術書に言及されており，早くは 7世紀アラビアの錬金術

師で， ウマイヤ朝の王子でもあった KhalidIbn Y azidの「三つの言葉

の書』に，「哲学者の石J は「白，赤，黄，青，緑のあらゆる色を含んだ」

純粋な元素であるという記述がみられる55）。また RamonLullも「哲学

者の石」に関して，「宇宙のあらゆる色がそこにふくまれている」という

意見を述べているということである56）。

錬金術の起源は，エジプトの冶金術にあり，そこでは金属を金や銀に似

せるために着色する技術が重要な部分を占めていた。 従って 「哲学者の

石」が「染色素」と呼ばれるのも尤なことなのだが，実際一連の色彩の変

化は，錬金術の過程がどこまで進んだかを示す重要な目安であると考えら

れていた。その大略を言うならば，黒色から白色を経て最後に赤色が現わ

れることによって「哲学者の石」の精製が完了することになる。

ここで注目すべきことは，白色があらゆる色彩を統合した色と見倣され

ていることである。故に「白の過程」 （albedo） と呼ばれるものの直前に

は，様々の色彩があらわれることになっており，それは孔雀の羽，あるい

は虹に例えられる。 このことは 1591年にロンドンで出版された George

Ripleyによる錬金術書， TheCompo仰 dof Alchymyにも，何度となく

言及されている57）。一例をあげるなら，テクストのほぼ官頭にある“ The

Vision of Sir George Ripley ”が適切であろう 58）。長いので大意を述べ

るが，即ちリプリーは毒で脹れあがった墓蛙の幻を見る。基蛙は毒で死

に，石炭のように真黒になるが（黒の過程）， リプリーは毒を取り除どため

に，その死骸を弱火に掛ける。すると世にも稀な様々の色が墓蛙から浅み

出すという驚くべき光景が現前するのであった。そしてこのような色彩が

すべて消えたのちに，白色が現われるのである（Andwhite appea’d when 

all the sundry hews were past)59l。エリザベス朝の文人もまた，錬金術
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における色の変化という特殊な知識と無縁ではなかった証左として， ベ

ン・ジョンソンの戯曲， TheAlchemistから一節をあげることができる。

.. These bleard-eyes 

Haue wak’d to reade your seuerall colours, sir, 

Of the pale citron, the greene !yon, the crow, 

The peacocks taile, the plumed swan60). 

C.G.ユングによれば，錬金術書に幾度となく言及されている「あらゆ

る色彩」， omnescoloresは，一種の全体性を示すものである61)。「哲学者

の石」が，あらゆる色彩を含み，産出するものであることは，その両性具

有性と同じく完全性の象徴なのである。従って錬金術の象徴体系を考える

ならば，ソネット 20番の“Aman in hue all hues in his controlling”， 

「自身のうちにあらゆる色彩を支配する美しい君」を，完全性を称えるレ

トリックと読むことが可能になる。

IV 

結論に入る前に，シェイクスピアを含むエリザベス朝の文人達が，錬金

術に関してどの程度の知識を有していたかという問題に触れておくべきで

あろう。一言にしていえば，それは質，量ともに，かなりの水準に達して

いたということである。ベン・ジョンソンは錬金術について否定的な見方

をしていたとは言うものの， 作中に引用される用語や理論は， いずれも

「潔癖なまでに正確」であるという 62）。またジョン・ダンも，“ LovesAl-

chymie”や，男女両性の神秘的結合を称えた傑作“ TheExtasie“など，

多くの詩作品において錬金術的な比喰を用いている。ダンにおける錬金術

的比稔の使用は，あらゆる種類，すべての時期の詩作品にみられ63），また

彼は錬金術の言語を，殆ど錬金術師同様の真撃さ，正確さで用いていると

いうことである64）。

錬金術に関するこのような関心の背後には，エリザベス朝における偉大
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な magusであった JohnDeeの存在が大きいと思われる。 Dee自身，

Monas hieroglyphica （象徴的単子）という数学的な錬金術書を著わしてい

るが65)1 錬金術に関心が深かったエリザベス一世は，その内容についての

説明をディーに求めたという 66）。また SirPhilip Sidneyにも，ジョン・

デ、ィーを師として魔術を研究した一時期があり，その妹 MarySidneyも

伝記では“ agreat Chymist”（偉大な錬金術師）と呼ばれている67）。シド

ニー兄妹が，パトロンとして，また実作者として，当時の文学界に与えた

大きな影響については，改めて述べるまでもない。

さらに言うならば， 1590～1612年という，シェイクスピアの careerほ

ぼ全体にわたる時期はまた，幾つかの重要な錬金術書が英国で出版された

時期でもあった附口エリザベス朝における錬金術は決して秘教的なもので

はなく，広く一般に流布していたという見方もできるのである問。

しかし注目すべきことは， シェイクスピアがそのソネット 20番に錬金

術の知識を織り込んだ，その方法である。すなわち“ alchemy”という

語を一度も用いずに，ただ錬金術に関しでかなりの知識を持つ読者のみが

隠された比喰に気づくという仕掛けは，極めて秘教的といえる。貴重な知

識を，それに相応しくない俗人から守るために，あえて難解な表現のもと

に隠すというこの方法はァまさに錬金術本来のものであり，また後のいわ

ゆる蓄破十字運動に関連する人々がよく取った方法でもあった70)n 

もちろんシェイクスピアが錬金術に精通していたという確証はなく，こ

れまでに資料としてあげた錬金術書にしても，シェイクスピアがそれを読

んでいたという証拠はない。あるのはただ，エリザベス朝において錬金術

が，かなり一般に流布していたという事実，また Jonsonや Donneなど

の知識人は，その理論についてかなり精密に知っていたという，いわば状

況証拠のみである。 にもかかわらず， ソネット 20番には錬金術の象徴体

系が秘められているのではないかと筆者が考える理由はただ一つ，そう考

えることにより， ソネット 20番の解釈における幾つかの問題点が一挙に

解決するからである。

ソネット 20番の解釈にあたってまず問題となるのは， 男性に対して
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“the master-mistress of my passion”と呼びかける，その異様さであ

ろうコしかしこれについては，完全性の象徴である両性具有という，ルネ

サンス恋愛詩に普遍的なトポスに照らしてみれば， 決していかがわしい，

或いは倒錯的であるという捉え方はできないっまた両性具有の「哲学者の

石」にしても，これは錬金術の作業が目的とする究極の物質であり，しば

しばキリストにも喰えられるほどである。従って， ソネット 20番に「哲

学者の石」の隠喰が織り込まれているとすれば，それは最高の賛辞と見な

くてはならない。

青年の美しい眼が 「みつめるものを黄金いるに変える」 という第六行

は7ll，シェイクスピアの，それも「ソネット集」にしては，いささか怒意

的な表現ではあり，月並な印象を与えなくもないc しかしこれも，物質を

黄金に変成する力を持つ「哲学者の石」の隠喰を想定すれば，前後とつな

がりのある一貫した表現となる。

最後に，錬金術の象徴体系という観点から，このソネットを解釈した場

合，それが最も有効であると思われるのは，“Aman in hue all hues in 

his controlling ”という第七行である。たびたび、述べてきたように，この

“hues ”という話を素直に“ colours”と読めないことから生じる違和感

が，この一行を難解な謎めいたものに見せ，また多くの伝記的推測を許し

てきたとも言える。しかしこの不自然さ，難解さも，そこに錬金術の象徴

体系が意図されていると考えれば氷解する。なぜなら上述の如く， 「哲学

者の石．」は染色素の別名を持ち，あらゆる色彩を産出するものであるか

らここでも美しい青年が「石J に喰えられていると考えて，“allhues 

in his controlling”を，「あらゆる色彩を自身のうちに支配する」と解釈

する，即ち“ hues”を，ごく自然に“colours”の意味に取ることが可

能になるからである72）。このように，ソネット 20番に，「哲学者の石」と

いう錬金術の象徴体系をみるならば，一見難解，或いは恋意的，倒錯的と

感じられる幾つかの表現が，すべて首尾一貫したひとつの賛辞として解釈

できるようになる，ということを本稿の結論としたい。

また， ソネット 20番に錬金術の， それもかなり高度な象徴体系が秘め
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られていると考えることは，このソネットの鑑賞上，新たな美点の発見に

結びつく。本稿で取り上げた前半八行が，錬金術という良く言えば高尚，

悪く言えば街学的な主題を扱っているとすれば，後半六行にみられる，き

わめて率直かっ官能的な表現は，いわば本来のシェイクスピアらしさを完

全に取り戻していると言える。「僕にはまったく無用なものを，一つ君に

付けることによって，自然の女神は僕から君をうばってしまった」という

後半六行のきわどい内容は，前半八行の深遠な調子と，まさに鋭い対照を

なしているのである。従って， このソネット 20番は，脚韻のうえではイ

ギリス型であるが，主題構成上は octave と sestet が明確に分かれたイ

タリア型であるということになる。そして前半と後半のあいだには，イタ

リア型ソネットに特有の，そしてシェイクスピアのソネットにはきわめて

稀な，見事な転調の効果が見出されるということを，最後に指摘しておき

fこい。
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